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研究分野：文化人類学・民俗学 
科研費の分科・細目：文化人類学・文化人類学・民俗学 
キーワード：在来知、動的把握、身体、環境、変化、関係性、養蜂 
 
１．研究計画の概要 
 在来知は、抽象化されリスト化された「知
識」として教えられるのではなく、人が対象
との関係から直接つかみ取る知である。それ
は身体と環境に埋め込まれたままで人から
人へと伝えられる。このとき在来知は人々の
日常的な実践—運動する身体を通して形を与
えられるのであり、人と環境の間で揺らぎな
がら成立する。本研究では在来知を環境との
関係性の取り結び方の問題と捉え、関係を動
的に保つことによって対象を捉えるやりか
たとして読み解くことを通して、在来知の多
様なありようと明らかにし、「動き」から在
来知を描く理論的方法論的基盤を見いだす
ことを目的とする。 
 研究に参加するメンバーはそれぞれが極
北、オセアニア、アフリカ、日本と別々のフ
ィールドでの調査研究を蓄積してきたが、本
研究ではそれら個別フィールドでの調査に
加えて、日本の秋田県に基盤フィールドを設
定し、共同調査を行うことを通して、「動き」
を通した在来知への接近法を検討する。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまで通算７回の研究会を開催し、研究
メンバーによる発表と討論のほか、先行研究
のレビューや関連分野の研究者を招いての
講演などを通して、知見と考察を深めてきた。
これまでに講演願ったのは、国立歴史民俗博
物館准教授（当時）で環境論、生業論を展開
する安室知氏、身体性に焦点を当てた音楽教
育の研究と実践を進める今田匡彦弘前大学
教育学部教授、近世剣術の継承者でもある日
本民俗学者の小山隆秀氏（青森県立郷土館研
究主査）、オセアニア地域を主なフィールド
とする春日直樹一橋大学教授、マダガスカル

漁民の事例を手がかりとしながらブリコラ
ージュ実践共同体論を展開してきた飯田卓
国立民族学博物館准教授等を講師として招
き、「動き」を捉える実践的・理論的可能性
について、また在来知とイノベーション、「動
き」から見る在来知の特徴的なありよう等に
ついて討論検討を進めた。その結果、分節化
と連結、動くことによる対象との関係の安定
化、対象に寄り添う関係調整等の特徴が抽出
できた。 
 秋田県鹿角市を中心とする基盤フィール
ドでの共同調査が広がりを見せ、転飼養蜂業
者だけでなく、定置養蜂業者を含めた多様な
養蜂のやり方が明らかになった。また、数十
年にわたる植生の変化や交通通信網の発達
等の変化への敏感な対応も不可欠であった
ことがわかった。 
 基盤フィールドでの共同調査の他に、それ
ぞれのフィールドでの個別調査も着実に進
展した。また、それらの成果を年２回の研究
会で丹念に検討し、「動き」に着目したこと
によって、在来知が身体的な技術だけでなく、
環境や対象の認知、生業を成功させるための
社会的な調整などに及ぶ広がりを含むこと
が明らかになった。 
各学会での成果発表や論文、著書などの出版
も活発に行われている。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している 
（理由）上記の通り、「動き」に着目したこ
とによって、基盤フィールドにおける共同調
査が予想以上に成功しており、メンバー間の
活発な議論が展開してきた。その成果が個別
フィールドにおける調査検討にも生かされ
ており、それぞれが新たな視点を開拓してい
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る。また、メンバー以外の研究者を招いての
研究会も盛会で、関連領域の研究者とのネッ
トワークが形成されつつある。各学会での成
果発表や論文、著書などの出版も活発に行わ
れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 来年度の総括に向けて、補足的調査も含め
たフィールドワークを行うとともに、これま
での成果を文化人類学会等で発表するなど
公表につとめ、議論をさらに深化させる。ま
た、人類学、民俗学だけでなく関連する諸分
野の研究者との交流を進め、分析の視座を広
げながら、検討を重ねる。これらの成果を踏
まえて、報告書作成のための準備に入る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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